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一
般
社
団
法
人
　

天
体
望
遠
鏡
博
物
館
　

監
事
　
片
山
　
敏
彦

多
和
っ
て
、
ど
こ
に
あ
る
の
？

　

多た

わ和
地
区
は
、
香
川
県
の
東
部
に
位
置

す
る
さ
ぬ
き
市
（
人
口
５
万
２
６
４
人
、

２
万
８
８
５
世
帯
）
に
あ
り
、
標
高
５
０
０

～
８
０
０
㍍
の
讃
岐
山
脈
を
含
む
中
山
間
地

域
で
、
南
側
は
、
徳
島
県
境
に
接
し
て
い
る
地

域
で
す
。
人
口

４
７
６
人
（
男

２
２
９
人
、
女

２
４
７
人
）、

２
０
７
世
帯

で
、
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
（
28

年
12
月
31
日
現

在
）。

一
般
社
団
法
人
天
体
望
遠
鏡
博
物
館
と
は
？

　

当
法
人
は
、 

村
山
昇
作
代
表
理
事
を
中
心

に
、
２
０
１
０
年
に
任
意
団
体
の
「
天
体
望
遠

鏡
を
文
化
遺
産
と
し
て
守
る
会
」（
２
０
０
７

年
頃
か
ら
活
動 

）
か
ら
、「
一
般
社
団
法
人
」

と
し
て
設
立
登
記
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
、
主

と
し
て
歴
史
的
価
値
の
あ
る
天
体
望
遠
鏡
を
収

集･

展
示･

活
用
し
、
①
自
然
科
学
に
対
す
る

関
心
を
喚
起
す
る
、
②
科
学
の
発
展
と
文
化
の

振
興
に
寄
与
す
る
、
③
天
体
望
遠
鏡
そ
の
も
の

と
天
体
望
遠
鏡
文
化
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
で
す
。

　

天
文
台
に
あ
る
よ
う
な
大
型
の
望
遠
鏡
を
20

台
近
く
整
備
保
管
し
、
さ
ら
に
実
際
に
観
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
は
、
我
々
の
知
る
限
り
、
世

界
的
に
見
て
も
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
天
体
望

遠
鏡
そ
の
も
の
を
対
象
に
し
た
博
物
館
も
あ
り

ま
せ
ん
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
施
設
と
し
て
、
当

館
の
活
動
を

知
っ
た
方
々

か
ら
は
、
大

変
興
味
を

持
っ
て
迎
え

ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
館
の
運

営
は
全
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
員
（
現

在
約
50
名
）

で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
施
設

は
、
閉
校
と

な
っ
た
旧
さ
ぬ

き
市
立
多
和

小
学
校
。
主
役

は
、
勿
論
、
天

体
望
遠
鏡
た
ち

で
す
。
こ
れ
ら

大
型
中
型
望

遠
鏡
は
、
全
国

各
地
の
施
設
の

老
朽
化
や
運
営

の
廃
止
に
と
も

な
い
解
体
、
廃

棄
さ
れ
る
運
命

に
あ
っ
た
も
の

を
引
き
取
り
、

蘇
ら
せ
て
い
ま

す
（
大
中
小

型
の
望
遠
鏡
を

３
０
０
台
近
く

保
有
）。
つ
ま
り
、
全
て
リ
ユ
ー
ス
の
発
想
で
博

物
館
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
の
取
組

に
賛
同
い
た
だ
い
た
地
元
企
業
様
、
国
内
有
数

の
光
学
メ
ー
カ
ー
様
か
ら
力
強
い
ご
支
援
を
い

多た

わ和
を
天
体
望
遠
鏡
の
聖
地
に
!!

―
地
域
と
と
も
に
歩
む
博
物
館
―
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た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
、
多
和
な
の
？

　

私
た
ち
は
、博
物
館
の
候
補
地
選
定
の
た
め
、

四
国
中
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
求
め
た
立
地

条
件
は
、
次
の
２
点
で
し
た
。
①
夜
間
、
観
望

会
が
開
け
る
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
星
空
が
期

待
で
き
る
。（
活
動
す
る
博
物
館
に
し
た
い
！
）

②
交
通
ア
ク
セ
ス
が
、
あ
る
程
度
近
隣
の
市
街

地
か
ら
許
せ
る
範
囲
で
あ
る
こ
と
。（
高
松
市

街
地
か
ら
、
自
家
用
車
で
30
～
40
分
で
来
館
で

き
ま
す
。）
そ
し
て
、
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
が
、

こ
の
88
番
札
所
大
窪
寺
の
手
前
に
あ
る
旧
多
和

小
学
校
で
し
た
。

　

折
し
も
、
地
元
多
和
地
区
の
方
々
が
、
地
域

の
振
興
を
進
め
る
べ
く
「
結
願
の
郷
（
け
ち

が
ん
の
さ

と
）、
多

和
の
会
」

を
結
成

し
、
活
動

を
始
め
た

と
こ
ろ
で

し
た
。
私

た
ち
は
、

多
和
の
人

た
ち
の
熱

意
と
歓
迎

に
心
を
動

か
さ
れ
ま

し
た
。
閉

校
し
た
学

校
を
、
地

元
の
食
材

や
物
産
品

の
販
売
所

と
お
遍
路

さ
ん
の
休

憩
所
を
兼

ね
た
「
結

願
の
郷
」

と
「
博
物

館
」
と
い
う
複
合
施
設
と
し
て
運
営
し
、
地
域

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
ま
す
。「
博
物
館
」、

「
結
願
の
郷
」の
営
業
は
、と
も
に
毎
週
土
日
と
、

土
日
の
連
続
す
る
祝
日
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
る
博
物
館

　

博
物
館
は
、
昨
年
３
月
12
日
に
開
館
し
、
１

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
多
和
の
人
た
ち

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
中
型
・
小
型

の
望
遠
鏡
の
清
掃
、
３
０
０
０
冊
以
上
の
天
文

関
連
の
図
書
・
雑
誌
の
整
理
と
図
書
室
の
整
備
、

展
示
施
設
の
清
掃
、
管
理
、
ま
た
、
開
館
日
の

受
付
業
務
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
力
強
い
支
援
は
、

博
物
館
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
意
欲
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、
活
動

を
と
お
し
て
「
博
物
館
」「
結
願
の
郷
」
に
集

う
、人
と
人
と
の
関
わ
り
が
深
ま
る
こ
と
で
す
。

博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
と
多
和
の
方
々
が
互
い
に

顔
を
知
り
、
次
第
に
冗
談
を
言
い
合
う
間
柄
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
運
営
面
で
課
題
が
あ
っ
て

も
、
本
音
で
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
に
は
、
新
た
に
京
都
大
学
大お

お

う

だ

宇
陀

観
測
所
（
奈
良
県
）
か
ら
口
径
60
㎝
の
反
射
望

遠
鏡
を
譲
り
受
け
、
敷
地
内
に
設
置
し
、
年
内

に
稼
働
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
①
常
設
展
示

と
特
別
展
示
、
②
月
１
回
の
観
望
会
、
③
望
遠

鏡
工
作
教
室
な
ど
の
体
験
型
の
教
室
、
④
天
文

学
講
演
会
、
等
々
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
皆
様
方
か
ら
、「
多
和
は
天
体
望
遠
鏡
の

聖
地
!!
」
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

末
永
く
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
http//w

w
w

.telescope-m
useum

.com
/

「結願の郷」（直売所）の風景

「結願の郷」を運営する多和の会の方々

地元中学校理科教員の研修会
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